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一人一人ができること
山口・石松　愛菜
　私が考える犯罪や非行のない明るい社会は誰もが平等で快適に過ごすことができるようにと思い描く理想の社会です。そのために、世界中には様々な憲法や法律、ルールなどがあり、それを守れなかった人には、それに見合う罰則が定められていて、与えられるのだと思います。

　私はふと、以前読んだことのある本を思い出しました。ある男の子が万引きしているところを見てしまった主人公。男の子が万引きをしてしまった理由を聞いて「君は一人じゃないんだ。周りにはたくさんの人がいる。困ったことがあったら、力になるよ。」と伝えます。男の子はいじめに悩んでいて、そのうさ晴らしに万引きをしたのです。主人公は、男の子のために、いじめをなくそうと思い、周囲に呼びかけたことで、男の子の心も少しずつ溶けていきます。「ありがとう。いじめから逃げていたのは僕の方だった。あれから、色んな人に相談してみたら、誰からもごめんって謝られたよ。君のおかげで僕は人との関わり方を学べたよ。」と涙を浮かべて主人公に伝えます。
　私は、いじめも犯罪のうちの一つだと考えます。いじめる人は、人の心の痛みを自分自身におきかえて考え、思いやることができていれば、いじめられる人は相談できる人がいれば、周りの人は変化に気付いてあげていれば、いじめという犯罪は起こらないのではないでしょうか。

　私は今、思う後悔が一つあります。それは、小学校低学年の頃にいじめられている子を何とか助けてあげたいと思いながら先生にも友達にもいじめのことを相談せず、黙って見過ごしていたことです。誰かに相談しようと思ったけれど、今度は私がいじめを受けてしまうかもしれないと思い、なかなか勇気が出せませんでした。あの頃の私は、いじめていた子と同罪です。もし、過去に戻れるのであれば、私自身にもっと勇気を出すように伝えたい、そして、同じ過ちを繰り返さないようにしたいです。

　最近、新聞やテレビでは、毎日のように残こくな犯罪や非行についてのニュースが報道されています。「何故、このようなことをしてしまったのだろうか。」と思うと、とても悲しくて、恐怖すら感じます。犯罪や非行にあった被害者の方には、自分を重ね合わせて同情し、気づかったりします。でも、反対に加害者の方に対してはどうでしょうか。犯罪や非行をしてしまうということは、それをやってしまった本人だけでなく、そこまで追いつめられていたことや異変に気付いてあげることができなかった周りの人たちにも、重く責任があるのではないかと思います。家族や友達、仕事での人間関係が上手くいかず寂しさや孤独を感じていたり、病気や障害を持っていて思うように仕事ができず経済的に困っていたり、生きていく喜びや希望を見出すことができなくて苦しんでいるような人たちが犯罪や非行に手を染めてしまう傾向が多いような気がします。やってはいけないことをしてしまったら、厳しく罰して反省させ、立ち直らせるのも大事です。でも、世間の人たちがせっかく立ち直ろうとして社会復帰している人を犯罪者、加害者と決めつけて受け入れることを拒否したらどうなるでしょうか。周りから冷たい目で見られたり、拒絶や差別を受けるような社会では、また同じような寂しさや孤独、怒りなどの感情を思い返し、再び犯罪を犯してしまい、悪の道へと進んでしまうかもしれません。こうした悪循環を取り除かない限り、犯罪や非行をなくすことはできないのではないかと思います。
　犯罪や非行を犯した人が立ち直るためには、その人自身が立ち直ろうと強く思い行動することも大切ですが、それ以上に周りの人たちの理解や思いやりがとても大切だと思います。罪を償ったとしても、その犯した罪が完全に消え去ることはありません。でも、きちんと罪を償い自分のやってしまったことを心の底から反省して、これから先の人生を真面目にやり直そうとしているたくさんの人たちを温かく受け入れ、手を差しのべてあげることこそが、犯罪や非行のない明るい社会を作っていくことに繋がっていくことになると思います。誰にとっても明るい社会を作ることが犯罪や非行をなくすことにもなります。そのためには、私たち一人一人が大切な人のため、みんなのために、相手の立場に立って物事を考えて行動できるようにならなければなりません。初めから疑いの目や嫌悪感を表すのではなく、相手を信じ一言でも言葉をかけてあげることで、励まし支え合っていけるのではないでしょうか。私自身もそのような人間、存在になれるように日頃から誰とでも分けへだてなく関わり合い、思いやり寄りそうことができる様心がけていきたいです。
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